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2015年11月17日（火）から20日（金）まで、東京・秋葉原でInternet Weekを開催しました。

総プログラム数は41、最終的な参加者数は約2,600名（延べ人数、同時開催イベントの参加者を含む）と、どち
らも昨年と同水準となりました。ご参加いただいた皆様に、この場を借りて御礼申し上げます。

まずはプログラム委員から!
手を取り合って、垣根を越えて。

今年のテーマは「手を取り合って、垣根を越えて。」。まった
くの個人的な感触ですが、今年は例年にも増して、このテー
マの下にプログラム委員会が一つになり、プログラムとして
の一体感があったように思います。見てすぐ分かるのはプロ
グラムタイトルにテーマの一部文言が入っているセッショ
ン、そして内容面でもベンダフリーな非営利イベントである
Internet Weekの特長を生かし、多様なパネリストを迎えて議
論するセッションが多く見られました。

メールマガジン※1でもご紹介したのですが、今年はプログラ
ム企画の進め方を変更しました。各インターネット関連団体
の代表者で構成されるプログラム委員を、専門分野ごとに六
つのチームに分けたのです。団体の垣根を越えてチームで議
論・検討が行われたことはもちろんですが、時にはチームの
枠を越えて、「○○について話せる方はいませんか?」と相談
するなど講演者に関する情報交換が行われることが、いつも
より多かったように感じます。

ご存じの方もいるかもしれませんが、いま一度、この場を借
りて各チームを簡単に紹介させてください。お名前が挙がっ
ているメインの所属チーム以外にも、他のチームの活動に積
極的に参加している委員もいました。

Internet Week 2015  ～手を取り合って、垣根を越えて。～ 開催報告 いま越えたい「垣根」とは?
春先に実行委員会で今年のテーマを検討した際、真っ先に浮
かんだ「垣根」はレイヤー間、開発と運用の現場の間、あるいは
国/地域の間にある垣根でした。その時は出ませんでしたが、
出来上がったプログラムを見るともう一つ、多くの方が越え
たいと願う垣根があったように思います。世代間の垣根です。

「IP Meeting 2015」では、「次世代インターネットを担う人材を
育てよう!」と題したパネルディスカッションが行われ、大学
生、新入社員、人材を育成する立場にある社会人が登壇しまし
た。（IP MeetingはJPNIC企画のセッションということで、手前
味噌にはなってしまうのですが）セッション終了後には複数
の方から「面白かったよ!」という言葉をいただいたようです。
登壇者全員がICTトラブルシューティングコンテスト（ICTSC）
の関係者ということで今回は特別に、当日の模様がICTSCの
Webサイト※2で公開されています。

● 会場となった富士ソフトアキバプラザ

国際会議の日本開催が多かった
2015年を振り返り

今年は国際会議の日本開催が多い年でした。JPNICがロー
カルホストの一員を務めたAPRICOT-APAN 2015（2015年2～
3月）、Internet Week 2015直前には品川でOpenStack Summit 
Tokyo 2015が、11月初めには横浜でIETFが、それぞれ開催され
ました。

初日（11月17日）の「OpenStackとクラウドで変わるインフラ
運用の在り方」では齊藤秀喜氏（株式会社インターネットイ
ニシアティブ）がOpenStack Summitを、最終日（11月30日）のIP 
Meeting 2015では関谷勇司氏（東京大学/WIDEプロジェクト）
がIETFの模様をそれぞれ振り返りました。

今年は初日に「OpenStackと……」を含む三つの仮想化関連
セッションが並びました。Internet Week参加者にはネット
ワーク技術者が多いため、ネットワーク関連セッションが比
較的多数の参加者を集める傾向があります。そのような中
で、仮想化関連セッションの参加登録はOpenStack Summit会
期中から目に見えて増え続け、当日の会場内は熱気に溢れて
いました。

最後に
Internet Week 2015の講演資料、参加者アンケート結果、BoF開
催報告書などは、公式Webサイト※3にて公開されています。

最後になりましたが、ご講演者の皆様、ご協賛の皆様、プログ
ラム委員をはじめとした協力団体の皆様をはじめ、開催にご
協力いただいたすべての方々に感謝いたします。来年も11月
下旬にInternet Weekを開催予定です。2016年は「Internet Week」
となってから20周年のメモリアルイヤー（?）に当たります。
詳細な開催日程は決まり次第ご案内いたします。来年も多数
の方のご参加をお待ちしています。

（JPNIC インターネット推進部 坂口康子）

● IP Meeting 2015の様子

※1 JPNIC News & Views vol.1332
特集 「手を取り合って、垣根を越えて。～Internet Week 2015開催に向けて～」 
https://www.nic.ad.jp/ja/mailmagazine/backnumber/2015/vol1332.html

※2 ICTトラブルシューティングコンテスト - その他EVENT
http://icttoracon.net/その他event

※3 Internet Week 2015 Webサイト
https://internetweek.jp/

DNSチーム

11月19日（木）のDNSのチュートリアルとDNS 
DAYの担当です。プログラム委員は3名でした
が、企画から当日運営のサポートまで、多数の
DNSOPS.JP関係者の皆様にご協力いただきま
した。またDNS DAYでは、Telecom-ISAC Japanに
もご協力いただきました。

・ 日本DNSオペレーターズグループ（DNSOPS.JP）　中島智広氏
・ 株式会社日本レジストリサービス（JPRS）　米谷嘉朗氏
・ Telecom-ISAC Japan　齋藤和典氏

社会派チーム

インターネットに関する法律/規制/制度等に
関するセッションを企画したチームです。通信
の秘密のガイドラインに関するセッションで
は、DNS DAYと同様にTelecom-ISAC Japanにもご
協力いただきました。

・ Internet Society Japan Chapter（ISOC-JP）　橘俊男氏
・ 一般社団法人日本インターネットプロバイダー協会（JAIPA）　
秋山卓司氏、木村孝氏、宮内正久氏

最新動向チーム
SDN/NFV、OpenStack、Wi-Fiなど、上記5チームの
担当領域以外で今年扱ったほうがいい技術ト
ピックを、このチームで検討しました。

・ 仮想化インフラストラクチャ・オペレーターズグループ（VIOPS）
細木正司氏

・ JANOG　岩崎磨氏、仲西亮子氏
・ COnference Network BUilders（CONBU）　熊谷暁氏
・ 日本UNIXユーザ会（jus）　波田野裕一氏

IPv6チーム 毎年Internet Weekには欠かせないIPv6関連の
チュートリアルは、このチームの企画です。

・ IPv6普及・高度化推進協議会（v6pc）　中川あきら氏
・ 日本電信電話株式会社（NTT）　藤崎智宏氏

セキュリティチーム

セキュリティ系セッションの需要の高まりを
受け、メンバーは6チーム中最多の8名でした。
主にサイバー攻撃対策やインシデントレスポ
ンス等に関するセッションを企画しました。

・ 一般社団法人JPCERTコーディネーションセンター（JPCERT/CC）
久保正樹氏、中津留勇氏

・ 日本シーサート協議会（NCA）　庄司朋隆氏、正木健介氏
・ 日本セキュリティオペレーション事業者協議会（ISOG-J）　
阿部慎司氏、武智洋氏

・ 一般財団法人日本データ通信協会テレコム・アイザック推進会議 
（Telecom-ISAC Japan）　齋藤和典氏
・ デロイト トーマツ リスクサービス株式会社　佐藤功陛氏

ネットワーク
運用管理チーム

11月18日（水）のネットワークの設計/構築/運
用に関するセッションを企画しました。メン
バーは、次の通りです。若手技術者コミュニ
ティであるwakamonogのメンバー中心のフ
レッシュなチームです。若者のサポーターと
して、JANOG（日本ネットワーク・オペレーター
ズ・グループ）にもご協力いただきました。

・  越後ネットワーク・オペレーターズ・グループ（ENOG）　浅間正和氏
・ wakamonog　池田賢斗氏、松本智氏、山口勝司氏

プログラムを作ったチームとそのメンバー
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川畑 裕行 氏
（さくらインターネット株式会社 運用部 
データセンター運用チーム）

私からは、実際に私が受けた新入社員研修についてお話します。
全体としての研修期間は3ヶ月間あり、まず、入社後に基礎的な
マナー研修等を行いました。その後、運用部、カスタマーサポー
ト、営業部、プラットフォーム事業部および情報システム室での
研修を行い、ほぼすべての部署での研修をすることで、会社の全
体の業務を把握した後に弊社が所属する双日グループでの合同
研修を受けて他社のメンバーとも意見交換し、研修が締めくくら
れました。

研修を通じての感想として、運用、営業、開発のそれぞれの現場
を体験することができ、総合的で非常に綿密なプログラムであっ
たと思います。ただ、2015年入社が3名という人数であったから
こそ、このように中身が濃くきめ細やかなプログラムが組めたの
かなとは思っています。

伊勢 幸一 氏

インターネットの会社に
おける教育の現状と
難しさについて

（テコラス株式会社 技術研究所 所長）

ネットワーク業界における教育の難しさとして、そもそもの「教育
者不足」と、「教育経験不足」という二点が挙げられると思います。

まず、「教育者不足」という点を掘り下げてみると、インターネット
に関する分野は次々と技術のトレンドが入れ替わっていくので、
自身が追いつくことで精一杯である上、たとえ教育プログラムを
作成してもすぐプログラムは陳腐化してしまいます。教育を行う
側がそういった状況にあると、教育にかける時間の確保は難し
く、さらには人材を育成したことに対する評価軸も無いこともそ
れに拍車をかけ、教育を行う側には育成のメリットがない、とと
らえられることが多いです。これではモチベーションが低下して
しまいます。このようなことから、結果的に人材育成にリソースを
割いている場合ではないという状況に陥っているのではないで
しょうか。

次に、「教育経験不足」という点を掘り下げてみます。インター
ネットの初期の段階では教科書などを整えていく余裕は当然無
く、一子相伝的に口頭で技術を伝えてきたり、または自分で何で
も切り開いて学んだりという側面があり、人材育成に関して体系
的なノウハウが蓄積されていないように思います。このように教
育する側にも自身が教育された記憶が無いので、教育の仕方が
わからないのではないでしょうか。そのため、丸投げ式に仕事を
与えるという事態が生じたり、教育受ける側にとっては、教育者
や配属先等によって教育の粒度が異なったりする場合があると
いう課題が生まれてきています。そのため恒常的に、若手が独学
で勉強せざるを得ない状況も発生しています。

こちらで通り一遍倒のプログラムを準備し、育つのを待つという
方法よりは、コミュニケーションしながら、その人のレベルや要望
に合わせて育成プログラムを提供していくという方法に、人材育
成の手法はシフトしていくのではないでしょうか。人が人を育て
るというのは至難の業ではありますが、人が育たなければ、近い
将来自分たちも困ったことになり、未来はありません。

そのようにならないためにも、このように皆さまと意見を交わし
つつ、今後もこの業界の次世代を担う人材をみんなで育成して
いければいいと考えています。

畑田 充弘 氏
（NTTコミュニケーションズ株式会社  
技術開発部 担当課長）

私からは、実際に教育を行う側の立場で、現在行っているセキュリ
ティ部門の人材育成についてお話します。

人材によってそれぞれレベルに違いがありますが、私が一番大事
だと考えているのは、初級から中級に拾い上げ、さらにその人間を
どのように上級レベルに育成していくかという点です。

セキュリティ人材の教育においての課題は、守る対象に関する技
術理解、実践で使える技術の習得、加えてエンジニアとしてのキャ
リアパスの具体化の三点が挙げられます。我々の教育プログラム
では、演習を通して、サーバやネットワーク等を構築するところから
指導します。机上の論理だけでなく、社内等の事例を再利用し、演
習に盛り込むことで、上記の課題解決を図っています。またキャリ
アパスの点では、スペシャリストとして生きるモチベーションを高
めるには、ロールモデルがいることがわかりやすく、場合によって
はby nameでのロールモデルを提示すべきだと思っています。

私が指導を通じて得た教訓としては、まずセキュリティに対する使
命感を共有していくことが大事であり、演習の間は現業から完全に
分離させ、教育に時間を占有させることが必要であると思いまし
た。また、同じような仲間と場を共有していくという経験も重要であ
ると感じています。

また、通り一遍等な育成方法はなく、それぞれのパーソナリティに
向き合って、どのようにアプローチすると効果的なのかは、都度、試
行錯誤する必要があると感じています。

最後に、人材の育成は投資であり、きちんとした投資を行わないと
リターンも得られないと思いますので、企業も人材育成について
理解を深めていくべきであると思います。

IP Meetingは、その年のインターネットの状況を総括し、今後に向けた議論を行う会合として機能してきました。昨今はInternet 
Weekのメインプログラムとして、プレナリのような位置付けにもなっています。

今回も、午前中には「Internet Today!」と題し、「運用動向」、「新技術の標準化動向」、「インターネットガバナンス」、そして「セキュ
リティ」という観点から、2015年のインターネットを振り返り、それぞれのホットトピックを総括しました。

そして、午後の部では、「手を取り合って、垣根を越えて。」という今回のInternet Weekのテーマを意識し、「次世代インターネット
を担う人材を育てよう!」と「インターネットとAI ～その未来～」という二つのパネルディスカッションを実施しました。また合間に
は、Internet Week 2015の全セッションを「IPv6」、「セキュリティ」、「ネットワーク運用管理」、「社会派」、「DNS」、そして「最新技
術」の6分野に分け、プログラム委員がそれぞれの分野の総まとめを各10分間で紹介しました。

本稿では、午後に実施した二つのパネルディスカッションの模様をお伝えします。

人材の確保に関する取り組みは、あらゆる企業にとって大きな課題の一つであり、インターネットに携わる企業においても悩みの
タネではないかと思われます。また、インターネットの今後の成長と安定には若者の力を欠かすことはできず、業界全体で人材の
育成について真剣に考えていかなければなりません。今回のセッションでは、学生2名と入社1年目の若者1名に加え、実際に企業
で人材育成に関わっている方をお招きし、各々の立場から人材育成に関する考え方や率直なお話をいただきました。以降に、各
パネリストが考える人材育成についての発表の要旨をまとめていきます。

パネルディスカッション1：「次世代インターネットを担う人材を育てよう!」

パネリスト：河瀬 大伸 氏（大阪工業大学 情報科学部 
情報ネットワーク学科）

川畑 裕行 氏（さくらインターネット株式会社 運用部  
データセンター運用チーム）

畑田 充弘 氏（NTTコミュニケーションズ株式会社 技術開発部   
担当課長）

森　 優輝 氏（電気通信大学 情報理工学部 総合情報学科）

モデレータ：
伊勢 幸一 氏
（テコラス株式会社 技術研究所 
所長）

学生が企業に
期待している教育とは?

学生にとって、社会に入るということは、今までの環境が一変する
ため、さまざまな不安を抱えさせるものです。この不安は大きく分
けて「技術」「人間関係」「社会人としてのマナー」の三つがあります。
それを踏まえて、学生が企業に期待することは、まずは就職した企
業できちんと業務ができるように指導してほしいということです。
皆、即戦力として役に立ちたいと思っています。そして、人間関係の
面でも社外の勉強会等に参加できたり、社内でも広く親睦を深め
る場を設けたりしてほしいと考えています。また、技術以外のマ
ナーの部分においても正しい知識を習得したいと思っています。

まとめとして、学生は初めての社会で進むべき方向がわからない
ながらも、自分が役に立てることを期待しています。何をどうしたら
どうなるのか、学ぶきっかけを与えることで、進むべき方向も見えて
くるものと思います。また、仕事面だけでなく、きちんとした社会人
としての教養も身に付けていきたいと考えており、そういった部分
にも指導をいただきたいと考えています。

一般的な理系大学生の場合、働くイメージが湧いておらず、何にな
りたいのか、もしくはなれるのか明確になっていません。また、学校
で学んだ要素技術がどこでどう使われているのか、何に役立つの
か想像がつきにくく、企業で何が求められているのかも分かってい
ません。従って学生が企業に期待していることは、まず働くイメー
ジを持たせてもらいたいということです。そしてその職種に必要な
技術は何かを教え、進むべき方向へ背中を押してほしいということ
ではないかと思います。

河瀬 大伸 氏
（大阪工業大学 情報科学部 
情報ネットワーク学科）

森 優輝 氏
（電気通信大学 情報理工学部 
総合情報学科）

企業における教育の実際

企業の教育担当の立場から

入社1年目に私が受けた研修

新人の立場から 総  括

学生の主張

●二つのパネルディスカッションの合間には、プログラム委員による
　「IW2015セッション総括!」が行われました

10 11J P N I C  N e w s l e t t e r  N o . 6 2  M a r c h  2 0 1 6 J P N I C  N e w s l e t t e r  N o . 6 2  M a r c h  2 0 1 6

IP Meeting 2015  ～手を取り合って、垣根を越えて。～ 開催報告
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パネルディスカッション2：「インターネットとAI～その未来～」
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AIのブームは今回で3回目となります。現在話題にのぼる、IBM
社が開発したワトソンやApple社のSiriといった技術は、第一次AI
ブームや第二次AIブームの延長線上にありますが、今回の第三
次AIブームで注目されるDeep Learningは、簡単に言うと、人間の
脳と同じような神経回路をコンピュータ上に作成し、機械が学
習することを可能にしたもので、技術的にブレイクスルーがあ
り、新しい期待が持てる技術になると思います。

今までの人工知能の技術では、人間が現実世界の対象物を観
察し、モデルの構築を行っていましたが、このようにモデル化
に人間が大きく介在せざるをえなかったことが、人工知能の根
本的な壁となっていました。しかし、Deep Learningにおいては、
モデル化すること自体を自動化するというところまで踏み込
んでいるので、これまでの問題が少しずつ解消されつつありま
す。実績としても効果が見られており、Deep Learningにより2012
年以降、画像認識におけるエラー率が目に見えて低くなってお
り、2015年2月には人間の精度を超える結果を出しています。ま
た、現在も技術は日々進歩しており、このDeep Learningに強化学
習（行動を学習する仕組み）を組み合わせるという技術も生ま
れています。これにより、人工知能が試行錯誤することによっ
て「運動の習熟」ができるようになりました。既にロボット等で

ます。子どもの人工知能の発達により、そこが自動化されてい
くものと思われます。また、運動に関しても機械的な動きしか
できないと思われていますが、機械が行う運動も上達していく
ということが起きると思います。

このように、産業として人工知能を見たときの方向感として、AI
で「情報」をインテリジェントにしていく路線と「運動」をインテ
リジェントにしていく路線という二つの道があると思います。

も実験がされており、一つの動作が段々と上手になっていく様
子がうかがえます。

昔から人工知能の分野では、子どものできることほど難しいと
言われてきました。1960年代から70年代にかけて、既に定理証
明やチェスなどはできるようになっていましたが、画像認識や
「積み木を上手に積む」といったような子どもにでもできるよ
うなことに関して、人工知能の技術は一向に向上しませんでし
た。しかし、Deep Learningの登場以降、前述の通り劇的な飛躍を
遂げています。今までは、特徴量を抽出する（モデル化する）こ
とが、大変だったのですが、現在の計算技術の高まりにより、こ
れが可能となったことが要因として挙げられます。今後、認識
と運動の次の発展を考えると、言語の意味理解という段階に人
工知能は進んでいくのではないかと思っています。

私は人工知能を「大人の人工知能」と「子どもの人工知能」とい
うように、分けて考えたほうが良いのではないかと考えていま
す。これまで説明したDeep Learningを中心とした、特徴量の設計
を人間が行わなくてもよい技術が子どもの人工知能であり、特
徴量の設計を人間が行う必要がある技術を大人の人工知能と
呼んでいます。大人の人工知能は、今までデータが取れなかっ
た領域に関して新しくデータを取得し、既存の人工知能を当て
はめることによって付加価値を生み出していきますが、子ども
の人工知能の場合、認識によって、背景知識がほとんどいらな
い状態から学習していきます。今後、人工知能が人間の発達と
同じような進化（認識能力の向上→運動能力の向上→言語の意
味理解）を遂げると思われます。子どもの人工知能は、今まで人
間が認識して判断せざるをえなかったような、自然を相手にす
るような分野での活躍も見込めるでしょう。

世の中には、機械が画像を認識して判断することが困難である
がゆえに人間がやっているという類いの仕事がたくさんあり

今後人工知能のビジネスで勝ち残っていくには、情報路線で
は多くの会社が既に進出を果たしており、参入が難しい状況と
なっていますが、運動路線であれば、日本は特に運動を伴う労
働のニーズが高く、子どもの人工知能はものづくりとの相性も
良いので、日本の強みを活かしていけるのではないかと考えま
す。そのためには、人材の育成やビジネスモデルの早期検討を
行うことが重要であり、社会全体で新しい社会の未来像を描い
ていくことが必要になります。

ホスティング・データセンター事業者の立場から

インターネットとそのビジネスを推進する教育者の立場から

IoTにフォーカスしたAIビジネスを行う立場から

AI/Deep learningの基礎と今後の展望

AI（人工知能、Artifi cial Intelligence）の技術は既に我々の身近に存在しており、新聞や報道においても頻繁に目にするようにな
りました。今後もさまざまな領域への応用が見込まれており、ビジネスとしても無視できない存在となってきています。イン
ターネットの業界においても、AIを活用する動きは出てきており、AIの技術とインターネットの技術が垣根を超え、どのよう
なコラボレーションを生み出していくのか、将来がとても楽しみな分野となっています。

このセッションでは、AIの中でも進捗著しい「Deep Learning（深層学習）」という技術を中心に、AI/Deep-Learningに関する基礎
と今後の展望についての解説を東京大学大学院の松尾豊先生にしていただいた上で、このAIが、インターネットの業界とど
う関わっていくのか、インターネット業界の第一人者にそれぞれ見通しを語っていただきました。ここでは、そのAI/Deep-
Learningの解説と、パネリストの主な発言を紹介します。

モデレータ：
江崎 浩 氏
（東京大学、

JPNIC副理事長）

パネリスト：
須藤 武文 氏 
（さくらインターネット株式会社）
長谷川 順一 氏
（株式会社Preferred Networks 取締役 最高戦略責任者）

松尾 豊 氏
（東京大学大学院）
山下 達也 氏
（NTTコミュニケーションズ株式会社 技術開発部 部長）

 
松尾 豊 氏
（東京大学大学院）

須藤 武文 氏（さくらインターネット株式会社）
我々の事業では規模というものが重要です。事業の拡大を目指すと、規模を大きくする必要があり、その分
労働力が必要になってきます。AIを用いて、ハンドリングを自動化すると、人間管理から脱皮でき、コストも
抑えられるのではないかと思います。また、データセンターに溜まったログから、AIを利用して通信の制御や
空調の制御あるいは異常検知をしたりできるのではないかと考えています。

さらに別の観点で言うと、AIを使用する顧客の場合、大量の計算を一時的に行うという使用方法が多く、今
までのWeb事業者等とは利用方法が変わってきているという側面があり、我々もそういった需要の変化に対
応していかなければならないと考えています。

江崎 浩 氏（東京大学、JPNIC副理事長）
AIに関するアルゴリズムがフリーで入手できるようになったとしても、大量の計算を可能にするために
は、それを動かす強固なインフラがないと機能しません。したがって、実際にこうしたAIを生かしたビジネ
スを成り立たせるのには、適切な投資が必要であると思います。松尾先生のお話にあった子どもの人工知
能という技術は、第三次AIで大きなポイントとなっており、今後も目が離せません。

長谷川 順一 氏（株式会社Preferred Networks 取締役 最高戦略責任者）
大量のデータをクラウドで分析しようとすると、データをクラウドに送る際のコストや通信遅延という
課題があります。また、データの解析も人が介在することがボトルネックになっています。さらに、クラウ
ドとエッジ、もしくはその中間のどこで解析するかを効率化（自動化）することも必要であり、それぞれが
協調してシームレスに処理できるようにするということが、私の考えていることです。このような課題に
対し、Deep Learningを用いてさまざまな産業と関わりつつ解決を図っており、なるべくクラウドにデータ
を上げなくてもすむような、ネットワークワイドなAIを構想しています。

今後もAIのできることはどんどん増えていき、人間が行う仕事は対面が必要となるような仕事に寄ってい
くだろうという未来を私は予想しています。

ISP事業者の立場から

山下 達也 氏（NTTコミュニケーションズ株式会社 技術開発部 部長）
我々インターネット事業者も、自社でかけるオペレーションのコストを下げないと、この先の成長は難し
くなるのではないでしょうか。例えばBGPのオペレーションもコストを下げられるかもしれないし、また、
DDoS攻撃への対策もAIが利用できる部分があるかもしれません。そう考えると、人工知能に期待することは
あり、AIに任せられる部分は任せ、人間は人間にしかできないような仕事に意識を向けていければいいので
はないかと思います。AIの技術はインターネットにとっても有益なことだし、チャレンジしがいがあります。

（JPNIC 総務部 手島聖太）

これを受け、インターネットとAIの関わりとその未来について語った、パネリストによる主な発言は次の通りです。
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